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令和３年８月豪雨により被害を受けられた皆様へ
このたびの令和３年８月豪雨により被害を受けられた皆様に心からお見舞い申し上げます。

株式会社住宅あんしん保証

NO.252

2021年8月25日（毎月1回25日発行）定価100円（税別）

豪
雨
の
原
因
の
１
つ
は

「
線
状
降
水
帯
」

２
０
２
０
年
７
月
３
日

か
ら
31
日
に
か
け
て
九
州

地
方
及
び
中
部
地
方
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

【
令
和
２
年
７
月
豪
雨
】

は
、
九
州
地
方
や
中
部
地

方
で
短
時
間
降
水
量
が
観

測
史
上
１
位
と
な
る
地
点

が
多
発
す
る
な
ど
、
地
域

を
跨
い
だ
記
録
的
な
豪
雨

と
な
っ
た
。

九
州
地
方
で
は
梅
雨
前

線
の
停
滞
も
あ
り
、
48
時

間
降
水
量
が
５
地
点
で
観

測
史
上
１
位
を
記
録
。
さ

ら
に
中
部
地
方
に
お
い
て

６
時
間
降
水
量
が
２
地
点

で
観
測
史
上
１
位
を
記
録

し
た
。

豪
雨
の
原
因
の
一
つ
と

指
摘
さ
れ
て
い
る
の
が
近

年
よ
く
耳
に
す
る
「
線
状

降
水
帯
」
で
あ
る
。

線
状
降
水
帯
は
短
時
間

か
つ
局
地
的
に
積
乱
雲
が

発
生
し
続
け
る
こ
と
で
、

豪
雨
や
そ
れ
に
伴
う
深
刻

な
水
害
や
土
砂
災
害
に
つ

な
が
り
や
す
く
、
当
時
、

熊
本
県
の
球
磨
川
流
域
に

は
約
13
時
間
と
い
う
異
例

の
長
さ
で
線
状
降
水
帯
が

停
滞
し
、
球
磨
川
は
八
代

市
や
球
磨
村
な
ど
13
ヶ
所

が
決
壊
・
氾
濫
し
、
大
規

模
な
浸
水
が
発
生
し
た
。

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

こ
う
し
た
豪
雨
等
の
大

規
模
災
害
に
対
し
て
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
備

え
を
し
て
お
く
べ
き
な
の

だ
ろ
う
か
？

事
業
の
継
続
や
早
期

復
旧
に
有
効
な
手
段
と
し

て
、「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）」
の
策
定
、
お

よ
び
策
定
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

従
業
員
へ
の
周
知
徹
底
が

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
、
そ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
の
土
台
と
な
る
「
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に

つ
い
て
掘
り
下
げ
た
い
。

「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

と
はリ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
は
、
予
期
せ
ぬ
不
測
の

事
態
に
備
え
、
事
業
を
脅

か
す
リ
ス
ク
を
把
握
し
、

事
前
に
そ
の
影
響
を
回

避
ま
た
は
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
の
こ

と
で
あ
り
、
左
記
の
４
つ

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

【
図
】

①
リ
ス
ク
の
調
査
・
確
認

（
リ
ス
ク
の
発
見
）

②
リ
ス
ク
の
分
析
・
評
価

（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

③
リ
ス
ク
処
理
及
び
対
応

の
実
践
（
リ
ス
ク
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
）

④
リ
ス
ク
の
見
直
し

こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
「
③
リ
ス
ク
処
理
及
び

対
応
の
実
践
」
だ
。
リ
ス

ク
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
リ
ス
ク
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
（
リ
ス
ク
の

防
止
・
軽
減
、
回
避
・
分

散
）
と
適
切
な
リ
ス
ク

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ン
グ
（
リ

ス
ク
の
移
転
・
保
有
）
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ

ン
シ
ン
グ
‐
リ
ス
ク
の
移

転
‐
に
あ
た
る
の
が
保
険

で
あ
り
、
建
設
業
者
に
お

け
る
「
工
事
保
険
」
の
加

入
が
そ
の
１
つ
だ
。

水
災
に
よ
る
保
険
金
の

支
払
い
事
例

住
宅
あ
ん
し
ん
保
証
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク

と
向
き
合
う
建
設
業
者

を
ワ
イ
ド
な
補
償
で
守
る

「
あ
ん
し
ん
・
と
く
と
く
倶

楽
部
工
事
保
険
」
を
提

供
し
て
い
る
。

「
あ
ん
し
ん
・
と
く
と
く

倶
楽
部
工
事
保
険
」
は
、

一
般
的
な
建
設
工
事
保
険

で
は
「
特
約
」
と
し
て
付

帯
す
る
こ
と
が
多
い
「
水

災
危
険
補
償
特
約
」
が
予

め
全
て
の
契
約
に
セ
ッ
ト

さ
れ
て
お
り
、
高
潮
、
洪

水
、
内
水
氾
濫
ま
た
は

豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
損
害
も
補

償
さ
れ
る
。（
詳
し
く
は

「
あ
ん
し
ん
・
と
く
と
く
倶

楽
部
工
事
保
険
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
）

【
表
】
を
見
て
ほ
し
い
。

こ
れ
は
直
近
２
年
間
の
水

災
に
よ
り
損
害
を
受
け
た

事
業
者
に
対
し
て
、
同
保

険
で
保
険
金
が
支
払
わ
れ

た
事
例
だ
。
い
ず
れ
も
現

状
復
旧
費
用
が
高
額
で
、

か
つ
、
建
物
の
引
渡
し
前

で
あ
っ
た
た
め
、
保
険
に

加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
被

害
額
全
額
が
事
業
者
の
負

担
と
な
っ
て
い
た
。

対
策
を
施
し
て
い
て

も
、
全
て
の
被
害
を
免
れ

る
の
は
難
し
い
。
し
か
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
の
具
体
的
な
対
応
策

と
し
て
、
保
険
は
欠
か
せ

な
い
だ
ろ
う
。

台
風
被
害
を
経
験
し
た

事
業
者
の
印
象
的
な
声
が

あ
る
。

「
保
険
は
、
使
っ
て
み

て
初
め
て
良
さ
が
わ
か
る

も
の
。
今
ま
で
は
運
よ
く

自
然
災
害
や
事
故
と
は
無

縁
で
や
っ
て
き
た
が
、
台

風
の
よ
う
に
自
社
の
努

力
や
工
夫
で
は
防
げ
な
い

ケ
ー
ス
が
必
ず
あ
る
。
加

入
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。」

倉
庫
内
で
保
管
中
の

資
材
を
守
る
「
運
送
保
険
」

事
業
者
が
さ
ら
さ
れ
て

い
る
リ
ス
ク
は
大
規
模
災

害
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

倉
庫
で
保
管
し
て
い
る

資
材
の
盗
難
も
あ
る
。

「
あ
ん
し
ん
・
と
く
と
く

倶
楽
部
工
事
保
険
」
の

「
運
送
保
険
」（
オ
プ
シ
ョ

ン
）
で
は
、
倉
庫
内
で
保

管
し
て
い
る
資
材
の
水
災

事
故
の
ほ
か
大
工
道
具
・

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
等
の
工

事
用
機
械
・
器
具
の
盗
難

事
故
、
現
金
・
小
切
手
・

有
価
証
券
の
保
管
中
・
輸

送
中
の
盗
難
事
故
ま
で
補

償
さ
れ
る
こ
と
も
知
っ
て

お
き
た
い
。

今
一
度
「
工
事
保
険
」
の

見
直
し
を

毎
年
の
よ
う
に
襲
っ
て

く
る
大
規
模
な
災
害
は
も

は
や
「
異
常
」
な
も
の
で

は
な
く
、「
日
常
」
と
し

て
捉
え
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
ず
は
補
償
が
充
実

し
た
工
事
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
で
、
企
業
経
営
を

脅
か
す
そ
う
し
た
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
、
加
入
中
の
工

事
保
険
の
見
直
し
を
図
り

た
い
。

住
宅
あ
ん
し
ん
保
証

で
は
工
事
保
険
の
見
直
し

に
役
立
つ
証
券
診
断
を
無

料
で
実
施
し
て
い
る
。
是

非
、
活
用
し
よ
う
。

事 例 支払保険金

 集中豪雨 
2019年の台風19号の豪雨により、完成
間際の建築中建物が約１ｍ床上浸水し
て１Ｆ部分に損害を受けたもの。

2,143万円

 河川氾濫 
2019年の台風19号の豪雨で近くの河
川が氾濫し、床上まで浸水したもの。

1,038万円

 土砂崩れ 
2020年の大雨で、新築工事の土留め前
に土砂が流入し、基礎の復旧工事を余
儀なくされたもの。

415万円

【表】水災による支払い事例

【図】リスクマネジメントの4つのプロセス リ
ス
ク
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
工
事
保
険
の
見
直
し
を
！

リスクの
調査・確認

・どんなリスクがあるのか？
・そのリスクはどんな内容なのか？

リスクの
見直し

・リスク処理及び対応後の
結果や改善点を検証

リスクの
分析・評価

・どれくらいの頻度で発生するか？
・発生した際にどれくらいの
被害が想定されるか？

リスク処理
及び 対応の実践
・想定されるリスクに
どのように対応するか？

リスク
コントロール

リスク
ファイナンシング

保険

=

大規模災害への備えは万全？大規模災害への備えは万全？

今取り組むべき今取り組むべき
リスクマネジメントリスクマネジメント

本格的な台風シーズンが到来する。台風に限らず、豪雨等の大規
模災害への備えは欠かせない。今月号では、そうしたさまざまなリ
スクと向き合う建設業者にとって重要なリスクマネジメントとして
の保険の役割を考える。

代理店・扱者〈商品・契約に関するお問い合わせ〉
株式会社住宅あんしん保証　あんとく・損害保険課
〒104-0031　東京都中央区京橋1-6-1　三井住友海上テプコビル6F　TEL.03-3562-8123　FAX.03-3562-7717
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※ご融資の場合の実質金利15.0％以下です。　※金利は毎月見直され、融資実行時の金利が適用されます。 

8月
融資金利

1.15％
1.28％

0.90％
1.03％

年度 住宅 建築物
2022 ・補助制度における省エネ基準適合要件化

・ZEH等や省エネ改修に対する支援の継続・充実
・中小事業者の断熱施工の実地訓練を含めた技術力向上の取組

・補助制度における省エネ基準適合要件化
・ZEB等や省エネ改修に対する支援の継続・充実
・中小事業者の断熱施工の実地訓練を含めた技術力向上の取組

2023 ・フラット35における省エネ基準適合要件化
・建築物省エネ法に基づく誘導基準等の引き上げ
BEI=0.8（再エネを除く）及び強化外皮基準
・分譲マンションに係る住宅トップランナー基準の設定
（目標 2025 年度）
BEI=0.9 程度及び省エネ基準の外皮基準

・建築物省エネ法に基づく誘導基準等の引き上げ
用途に応じてBEI=0.6 又は 0.7（いずれも再エネを除く）

2024 ・新築住宅の販売・賃貸時における省エネ性能表示の施行
・既存住宅の省エネ性能表示の試行

・新築建築物についての省エネ性能表示の施行
・大規模建築物に係る省エネ基準の引き上げ BEI=0.8 程度

2025 ・住宅の省エネ基準への適合義務化
・住宅トップランナー基準の見直し（目標 2027 年度）
BEI=0.8 程度及び強化外皮基準（注文住宅ＴＲ以外）
BEI=0.75 及び強化外皮基準（注文住宅ＴＲ）

・小規模建築物の省エネ基準への適合義務化

2026 ・中規模建築物に係る省エネ基準の引き上げ BEI=0.8 程度

・省エネ基準について、遅くとも2030 年度、誘導基準への適合率
が８割を超えた時点で誘導基準のレベルに引き上げ
・あわせて誘導基準等の引き上げ

・省エネ基準について、遅くとも2030年度、中大規模建築物につい
ては誘導基準への適合率が８割を超えた時点で誘導基準のレベル
に引き上げ、小規模建築物についてはBEI=0.8 程度に引き上げ
・あわせて誘導基準の引き上げ

［表］住宅・建築物に係る省エネ対策強化の進め方

※ 上記は、関係各主体が共通の認識をもって今後の取組を進められるよう省エネ対策強化のおおよそのスケジュールを示すものであり、対策強化の具体の実施時期及び内容については取組の進捗や建材・設備
機器のコスト低減・一般化の状況等を踏まえて、社会資本整備審議会建築分科会において審議の上実施する必要がある。

※ なお、基準の引き上げについては、その施行予定時期（上表記載の時期）の概ね２年前に基準の具体的な水準及び施行時期を明らかにするように努める。

国土交通省の資料を元に編集部で作成

住宅あんしんニュースは、「新建新聞社」より情報提供を受け、編集しています。

３
省
合
同
の
「
脱
炭
素

社
会
に
向
け
た
住
宅
・
建

築
物
の
省
エ
ネ
対
策
等
の

あ
り
方
検
討
会
」
は
、
７

月
20
日
に
第
５
回
を
開

催
。
と
り
ま
と
め
に
向
け

「
脱
炭
素
に
向
け
た
住
宅
・

建
築
物
に
お
け
る
省
エ
ネ

対
策
等
の
あ
り
方
・
進
め

方
（
案
）」
を
提
示
し
て

議
論
し
た
。
新
た
に
対
策

の
進
め
方
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
﹇
表
﹈
が
公
開
さ
れ
、

省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化

は
２
０
２
５
年
度
に
な
る

見
通
し
を
示
し
た
。

長
期
的
な
目
標
を
「
Ｚ

Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
基
準
の
水

準
の
省
エ
ネ
性
能
を
有
す

る
ス
ト
ッ
ク
の
蓄
積
を
図

る
」
に
改
め
、
中
期
的
な

目
標
は
素
案
を
維
持
し
て

「
２
０
３
０
年
に
お
け
る
新

築
の
住
宅
・
建
築
物
に
つ

い
て
は
平
均
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・

Ｚ
Ｅ
Ｂ
の
実
現
を
目
指
す
」

と
し
た
。
な
お
Ｚ
Ｅ
Ｈ
は
、

強
化
外
皮
基
準
と
再
エ
ネ

を
除
く
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
削
減
量
20
％
を
意

味
す
る
と
さ
れ
た
。

省
エ
ネ
基
準
の
適
合
義

務
化
は
、
現
行
基
準
を

「
現
状
に
お
い
て
少
な
く
と

も
確
保
さ
れ
る
べ
き
省
エ

ネ
性
能
」
と
し
て
義
務
化

の
水
準
と
し
つ
つ
、
誘
導

基
準
や
、
長
期
優
良
住
宅

等
の
認
定
基
準
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

水
準
へ
の
引
き
上
げ
、
住

宅
性
能
表
示
制
度
に
お
け

る
上
位
等
級
の
設
定
な
ど

を
経
て
「
引
き
上
げ
水
準

を
検
討
す
る
」
と
し
た
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、

２
０
２
５
年
度
の
適
合
義

務
化
を
経
て
、
遅
く
と
も

２
０
３
０
年
度
に
は
誘
導

基
準
（
２
０
２
３
年
度
に

Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
に
引
き
上
げ

予
定
）
に
引
き
上
げ
る
と

し
て
い
る
。
適
合
義
務
化

に
向
け
、
来
年
度
か
ら
補

助
制
度
や
フ
ラ
ッ
ト
35
に

お
い
て
適
合
を
要
件
化
す

る
。ま

た
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
を
上
回

る
外
皮
基
準
は
、
住
宅

性
能
表
示
制
度
に
お
け

る
「
さ
ら
な
る
上
位
等

級
」
の
設
定
や
、
地
方
自

治
体
の
取
り
組
み
の
促
進

を
検
討
す
る
と
の
表
現
に

と
ど
ま
っ
た
。
住
宅
・
建

築
物
へ
の
太
陽
光
発
電
設

置
義
務
化
は
、
以
前
か
ら

複
数
の
委
員
が
指
摘
し
て

い
た
が
、
今
回
の
案
で
も

義
務
化
す
る
旨
は
盛
り
込

ま
れ
ず
「
２
０
５
０
年
に

お
い
て
設
置
が
合
理
的
な

住
宅
・
建
築
物
に
は
太
陽

光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
一
般
的
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
」
取

り
組
み
を
進
め
る
と
し
た
。

一
方
、
太
陽
光
以
外
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
記
述
は
拡
大
。
太

陽
熱
利
用
や
バ
イ
オ
マ
ス

（
薪
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ
ッ

ト
ス
ト
ー
ブ
）
の
利
用
拡

大
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

な
お
、
同
検
討
会
は
8

月
10
日
が
最
後
。
最
終
と

り
ま
と
め
が
発
表
さ
れ
る

予
定
だ
。

省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
は
２
０
２
５
年
度

脱
炭
素
あ
り
方
検
討
会
と
り
ま
と
め
案

国
土
交
通
省
は
７
月
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
気
候
危

機
へ
の
対
応
な
ど
、
グ

リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
２
０
３
０
年
ま
で

の
10
年
間
で
戦
略
的
に
取

り
組
む
重
点
施
策
を
「
国

土
交
通
グ
リ
ー
ン
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
と
し
て
ま
と
め
、

公
表
し
た
。

重
点
施
策
と
し
て
掲
げ

た
の
は
次
の
６
つ
。
①
省

エ
ネ
・
再
エ
ネ
拡
大
等
に

つ
な
が
る
ス
マ
ー
ト
で
強

靱
な
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く

り
②
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ

を
活
用
し
た
自
然
共
生
地

域
づ
く
り
③
自
動
車
の
電

動
化
に
対
応
し
た
交
通
・

物
流
・
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ

ム
の
構
築
④
デ
ジ
タ
ル
と

グ
リ
ー
ン
に
よ
る
持
続
可

能
な
交
通
・
物
流
サ
ー
ビ

ス
の
展
開
⑤
港
湾
・
海
事

分
野
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、

グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
⑥

イ
ン
フ
ラ
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
循
環
型

社
会
の
実
現

こ
の
う
ち
住
宅
関
連
は

①
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

ベ
ー
ス
で
国
内
Ｃ
Ｏ
２
総

排
出
量
の
約
３
割
を
占
め

る
民
生
部
門
の
省
エ
ネ
・

再
エ
ネ
利
用
を
進
め
る
た

め
、
住
宅
・
建
築
物
の
さ

ら
な
る
省
エ
ネ
対
策
の
強

化
﹇
囲
み
﹈、
イ
ン
フ
ラ

等
を
活
用
し
た
地
域
再
エ

ネ
の
導
入
・
利
用
拡
大
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
し
た
。

住宅・建築物のさらなる省エネ対策の強化
○ 住宅・建築物の省エネ性能の向上に向けた改
正建築物省エネ法（R3.4全面施行）の適切な
運用

○ LCCM住宅・建築物、ZEH・ZEBの普及促進
○ 既存住宅・建築物の省エネ改修の促進
○ 中小工務店等の省エネ住宅生産体制の整備・
強化

○ 省エネ性能等に関する認定・表示制度等の充
実・普及

○ 住宅を含む省エネ基準の適合義務づけ等の
規制措置の強化を始めとする省エネ対策の
強化

○ 木造建築物の普及拡大
○ 官庁施設における省エネ化、木質化の推進

カーボンニュートラル
見据えた重点施策

「グリーンチャレンジ」
国土交通省
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届出・登録事業者向け

社員・下請・下職の傷害（労災）事故を補償オプション

［工事保険引受保険会社］
三井住友海上火災保険㈱〈幹事〉
東京海上日動火災保険㈱・損害保険ジャパン㈱

工事保険 代理店・扱者

〒104-0031 東京都中央区京橋1-6-1
三井住友海上テプコビル6階
TEL.03-3562-8123  FAX.03-3562-7717

承認番号：B20-102470　使用期限：2022年3月30日

あんしん・とくとく倶楽部

政
府
は
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
２
１
」（
骨
太
方

針
２
０
２
１
）
を
閣
議
決

定
し
た
。
菅
内
閣
発
足

以
降
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
宣

言
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設

な
ど
、
日
本
が
進
め
る
べ

き
改
革
の
方
向
性
を
示
し

て
い
た
。
そ
れ
ら
を
具
体

化
し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

持
続
的
な
成
長
に
つ
な
げ

る
た
め
、「
グ
リ
ー
ン
化
」

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
な
ど
に

重
点
的
に
投
資
し
て
い
く

と
し
た
。

グ
リ
ー
ン
化
に
つ
い
て

は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言

し
、
２
０
３
０
年
度
の
温

骨
太
方
針
２
０
２
１
を
閣
議
決
定

「
再
エ
ネ
最
優
先
」で
取
り
組
む

室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減

目
標
を
２
０
１
３
年
度
比

46
％
減
と
し
た
こ
と
か
ら
、

「
脱
炭
素
を
軸
と
し
て
成

長
に
資
す
る
政
策
を
推

進
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
主
力
電
源
化
を
徹

底
」「
公
的
部
門
の
先
導

に
よ
り
必
要
な
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
脱
炭
素
実
現

を
徹
底
」
と
い
う
３
つ
の

考
え
の
も
と
で
進
め
て
い

く
。民

間
投
資
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
た
め

に
「
地
球
温
暖
化
対
策
計

画
」
や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
」
を
見
直
す
。
産

業
構
造
や
経
済
社
会
に
変

革
を
も
た
ら
し
、
大
き
な

成
長
に
つ
な
げ
る
た
め
、

洋
上
風
力
、
水
素
、
蓄
電

池
な
ど
の
重
点
分
野
の
研

究
開
発
や
設
備
投
資
を
行

う
。
さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
に

よ
る
野
心
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
挑
戦
す
る
企
業

へ
の
10
年
間
の
継
続
支

援
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
た
投
資
促
進

税
制
の
活
用
等
、
企
業
の

脱
炭
素
化
投
資
を
後
押

し
。
新
技
術
の
導
入
に
資

す
る
規
制
改
革
や
国
際
標

準
化
に
も
取
り
組
む
。

脱
炭
素
に
向
け
た
政
策

と
し
て
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化

を
徹
底
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
最
優
先
の
原
則

で
取
り
組
む
と
し
た
。
電

力
部
門
以
外
で
も
省
エ
ネ

を
促
進
、
未
利
用
熱
活
用

や
供
給
側
の
脱
炭
素
化
を

踏
ま
え
た
電
化
を
進
め
、

水
素
な
ど
の
脱
炭
素
燃
料

や
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル

を
活
用
す
る
。

住
宅
・
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
規
制
的
措
置
を

含
む
省
エ
ネ
対
策
を
強
化

し
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
推
進
、
森

林
吸
収
源
対
策
に
力
を
入

れ
て
い
く
。

骨太方針2021が掲げた
日本の未来を拓く４つの原動力
1. グリーン社会の実現

○グリーン成長戦略による民間投資・イノベーションの喚起
○脱炭素化に向けたエネルギー・資源政策
○成長に資するカーボンプライシングの活用

2. 官民挙げたデジタル化の加速
○デジタル・ガバメントの確立
○民間部門におけるＤＸの加速
○デジタル人材の育成、デジタルデバイドの解消、サイバーセキュリティ対策

3. 日本全体を元気にする活力ある地方創り
～新たな地方創生の展開と分散型国づくり～
○地方への新たな人の流れの促進
○活力ある中堅・中小企業・小規模事業者の創出
○賃上げを通じた経済の底上げ
○観光・インバウンドの再生 
○輸出を始めとした農林水産業の成長産業化
○スポーツ・文化芸術の振興
○スマートシティを軸にした多核連携の加速
○分散型国づくりと個性を活かした地域づくり

4. 少子化の克服、
子供を産み育てやすい社会の実現
○結婚・出産の希望を叶え子育てしやすい社会の実現
○未来を担う子供の安心の確保のための環境づくり・児童虐待対策

　工務店メディアの『新建ハウジング』は、住宅取得を検討中ま
たは建築中の消費者 600 人にアンケートを実施。日本が掲げる
「2050年カーボンニュートラル」や、その実現のために住宅の省
エネ化が深く関わることを知っているかどうか聞いた。半数以上
が「脱炭素」というワードと内容を認識しており［Q１］、脱炭素と
住宅の省エネ化との関連性を認知［Q２］。さらに４割超は、脱炭
素に対する意識が「住宅取得に影響した」と答えた［Q３］。これ
らから、消費者の脱炭素への意識は強いと見ることができる。
　工務店は、高性能化や国産材利用など、脱炭素に資する家づ
くりを進めるとともにトークにも生かしたい。

■調査概要　方法：インターネット　期間：6月4日~6日　対象：住宅の建築・購入を検討中、またはすでに契約済みで、 設計・建築中の男女600人（男女比1：1）　予算平均（建物のみ）：2591.3万円

消費者600人に聞く

「脱炭素」って知ってる？
詳しい内容まで
よく理解している

10.5%

聞いたことは
ない

8.5%

43.8%37.2% ある程度は理解している

聞いたことはあるが、
よくわからない

Q1.日本が国際的に掲げている「2050年までに、温室効果ガ
スの排出を全体としてゼロにする（脱炭素社会を実現す
る）」「2030年に、温室効果ガスの排出量を46％削減する」
などの目標について、どのくらい理解していますか。

Q2.「脱炭素社会」の実現
には、住宅の省エネ化
が深く関係しているこ
とを知っていますか。

Q3 .「脱炭素」への意識
が、住宅会社選びや
住宅の性能を考える
際に影響しましたか。

53.8%
知っている

46.2%
知らない

44.6%
影響した

55.4%
影響はなかった

新建ハウジング調べ

新築住宅を供給する建設業者および宅
地建物取引業者は、引き渡した新築住宅の
資力確保措置（瑕疵保険加入または保証
金の供託）の状況について、基準日から３
週間以内に、行政庁に届け出る義務があり
ます。
　昨年度までは毎年９月30日、３月31日
を基準日として年２回の届出が必要でした
が、住宅瑕疵担保履行法の改正により、
2021年度からは年１回（毎年３月31日）
のみとなります。
　対象は、基準日以前の１年間（４月１日
～３月31日）に引き渡した新築住宅です。
　これに伴い、基準日から届出期限までの
間に住宅あんしん保証から届出事業者にお
送りしていた「保険契約締結証明書」につ
いても３月31日の年１回（1年分）の送付
となりますのでご承知おきください。

［新築住宅］
今年から9月30日の
行政庁への基準日届出
が不要になります

基準日届出の回数が減っても、
引渡しが決まった時には
保険証券発行申請を
必ず行いましょう！

次回基準日は2022年３月31日
（2021年９月30日の届出は不要です。）

住宅あんしん保証からお知らせ
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せんね。

そうなんだよ。次のA～Dの図で設備配管の
防水処理として適切なのはどれかわかるかな？
皆さんも一緒に考えてみてください。

ウ～ン、Ｃですね。
Ａは、丁寧に防水テープを貼っているように

見えるけど、上の位置のテープから貼り始めている
ので、テープの隙間から内部に雨水が入る可能性が
あり“×”。
Ｂは、防水用の成型部材を利用していてスッキリ仕上
がっているけど、これも防水テープの貼り方が不適。
縦のテープが上のテープを突き抜けていると、テープ

前回の質問コーナーで簡単に触れたんだけ
ど、軒裏部分の防水紙の張り上げ高さは重要
なポイントなので、設備配管の話の前に改め

て解説しておこう。通気構法を前提に話をするよ。
透湿防水シートを下から張り上げてきて、軒天の高
さで止めてしまうと、風圧によって軒天の換気口や、
軒天と外壁の取り合い部（接続部）から浸入した雨
水が、室内や壁内に入ってしまう危険性がある。特
に、台風のように強風を伴った雨が降ると、風に舞
い上げられた雨水は、軒天と外壁の取り合い部に集
まりやすい。
これに備えて［図1］のように、外壁の透湿防水
シートは垂木の下端の高さまで張り上げることが推
奨されている。透湿防水シートの上端は両面防湿
テープでしっかり桁（または梁）に固定しよう。ま
た、設計によっては、軒天と外壁の取り合い部が外
壁通気層や軒裏空間の排気口となっている場合もあ
るので、むやみにシーリングを打って処理するのは
とても危険。施工前に通気と防水の関係をしっかり
確認しよう。

さて、今日のテーマに戻ろう。

外壁には、換気扇ダクトやエアコンの配管、
電気配線などのために貫通する孔をいくつも

開けることになりますが、この貫通部の防水処理も、
雨漏り防止の観点からおざなりにすることはできま

の隙間から水が浸入する可能性があります。でも、そ
もそもこんなテープの貼り方はできませんよね。
Ｄは、複数の配管を一つの孔に通すと、隙間ができや
すいので、この４枚の中では一番ダメですよね。

正解！貫通部の防水処理には基本手順があっ
て、①パイプ類を固定するためパイプ受けや

下地面材などを設ける。配管が動くと隙間が出来易い
からね。②透湿防水シートを配管の径に合わせて丸く
くり貫く。③伸張性防水テープで配管に透湿防水シー
トを固定する。全周をいくつかに分割して貼るときれい
に仕上がるね。④外壁仕上げ材と配管の隙間はシーリ
ング材で埋める。ここでの注意点は？

①下地処理は、水が入ったときに排水できる
よう、室外側が下がるように1/30程度の勾

配を設ける。②伸張性のない防水テープを使うとシ
ワができるので、必ず伸張性のあるものを使う。③
テープは下から上に順番に貼る。④テープはヘラや
ローラーでしっかり押さえる。ですよね？

そうだね。付け加えると、⑤フレキシブル管
やスパイラル管を使っている現場もあるけど、

らせん状の溝部と防水テープの隙間を伝って水が浸
入しやすいのでなるべく使用を避けたい。どうして
も使う場合は、らせん状のものを伸ばして施工する
など配慮したい。⑥電気等の配線を透湿防水シート
にシーリング止めしている現場も時々見るけど、透
湿防水シートはシーリングが剝がれやすいからNG。
最後に、防水シートが上下や左右に重なった部分で
の設備配管の防水処理は特に気を付けてほしい。１
枚目（外側）は完璧に処理出来ていても２枚目（内
側）と配管の隙間から雨水が浸入してしまうことも
ある。できれば位置を調整するなど重なり部分での
配管貫通は避けた方が賢明だ。

Ａ

B

C

D

代理店・扱者　株式会社 住宅あんしん保証　あんとく・損害保険課

火災保険が

火災保険料が
割引になります。

割引の適用条件
（①および②に該当する場合、この割引を適用します）

①住宅あんしん保証の各種瑕疵保険に加入している住宅建物
②保険期間が6年以上
（GKすまいの保険※）

・地震保険料に対しては、この割引が適用されません。
・お客さまがご了承のもと、住宅あんしん保証が瑕疵保険販売時に取り扱う｢お客さまのお名前・ご住
所・火災保険へご加入を希望されている物件情報等｣を損害保険代理店部門と連携することで、所定の
火災保険料に対して｢住宅購入者割引(業務提携に基づく電子データ連携方式)｣を適用いたします。

※引受保険会社：三井住友海上火災保険㈱

ご相談・お申込先 〒104-0031　東京都中央区京橋1-6-1 6階
TEL:03-3562-8123　FAX:03-3562-7717

住宅購入者割引住宅購入者割引
でお得！住宅あんしん保証の瑕疵保険に加入している

物件であれば

担当：桃井・古畑

―各地で豪雨による災害が発生しています。
被災された皆様に心よりお見舞申し上げます―

今回は、設備配管の外壁貫通部の防水を中心に解
説します。

・冊子版：取次店または住宅あんしん保証へ問い合わせ
・PDF版：同社ホームページ内よりダウンロード可
住宅あんしん保証の届出・登録事業者は同社の
ホームページ／トップ
➡ パンフレット・申込書・検査チェックシート等
➡パンフレットのページ内に設置されている
専用バナーよりダウンロードできます。

ハンドブックの入手方法

ハンドブックの内容に関するご質問または雨漏り対策に関する
ご意見をメールでお寄せください。各号で「質問コーナー」を
設けて、皆さまからの疑問にお答えしていきます！
専用E-mail ：amamori-taisaku@j-anshin.co.jp
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者サッシ枠取付け部における防水テープの施工

の注意点を教えてください。

サッシ枠取付けにおいて、下地に構造用面材
の厚み分の段差がある場合、強引に防水テー

プおよび防水紙を施工してしまうと、貼付けが不
十分な箇所から雨水が浸入するリスクがあります。
サッシ枠取付けの下地面と防水紙の貼付け面は段差
がないように面合わせ材（フィラー等）で調整を行
い、また、防水テープおよび防水紙の貼り付けを無
理なく確実に行うようにしましょう。

QQ?
AA!

質問コーナー質問コーナー

［図 1］
軒天と外壁の
取り合い部の
防水紙施工時
の注意点

第10回 外壁まわりの雨漏り事故の

対策を教えて！
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対策対策対策対策対策対策ををを教教教教えてえてえてえてえてえて！！！
外壁まわりの雨漏り事故の

対策を教えて！その4
～設備配管貫通部の施工について～


